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COBOL ファイルシステムを使用するか、Btrieve ファイルシステムを使用するかは、ファイル管理記述

項の ASSIGN 句の記述によって決まります。 

例： 

SELECT file-1 ASSIGN TO "READWRITE_SAMPLEDATA.MKD,BTRV" 

 

上記の設定変更で、デフォルトの COBOL ファイルシステムの代わりに Actian Zen の Btrieve データ

ファイルを使用することができ、富士通 NetCOBOL 言語内から順ファイルおよび索引ファイルとして

Btrieve ファイルを利用できます。詳細は『FUJITSU Software NetCOBOL ユーザーズガイド』の

「7.9.1 Btrieve ファイル」を参照して下さい。 

 

気をつけなければならないのは、Btrieve と富士通 NetCOBOL では、数値データの保存方法が異なると

いうことです。そのため、数値データを使用している場合、Btrieve ファイルへデータを書き込みする

直前に NetCOBOL の内部形式から Btrieve ファイルで扱う形式（88コンソーシアム形式）へ変換しま

す。データを Btrieve ファイルから読み込んだ直後は、その反対の変換 Btrieve ファイルで扱う形式

（88コンソーシアム形式）から NetCOBOL の内部形式へ変換します。その変換を簡単に行うために、富

士通 NetCOBOL には次の関数が用意されています。 

 

・88コンソーシアム形式から NetCOBOL の内部形式への変換 

CALL "#DEC88TOFJ" USING [BY REFERENCE] 一意名 

 

・NetCOBOL の内部形式から 88コンソーシアム形式への変換 

CALL "#DECFJTO88" USING [BY REFERENCE] 一意名 

 

詳細は『FUJITSU Software NetCOBOL ユーザーズガイド』の「7.9.1.2 外部10進項目のデータ形式変換」

を参照して下さい。 

 

本サンプルプログラムでは、上記の変換サブルーチンを使用して、単純なインデックス付きの Btrieve

ファイルを作成し、そこに数値、10 進数、テキストデータを挿入し、そのデータを富士通 COBOL 内に

読み戻すことを示します。 

今回のサンプルプルグラムは Btrieve のインタフェースしか使用していませんが、サンプルプログラ

ムが作成する Btrieve ファイル（READWRITE_SAMPLEDATA.MKD）を SQL 経由でアクセスするために、同

じフォルダー内にデータベースを作成した後、下記の SQL 文をそのデータベースに対して実行すると、

SQL アクセスが可能となります。 



SET TRUENULLCREATE = OFF; 

CREATE TABLE "READWRITE_SAMPLEDATA" IN DICTIONARY USING 'READWRITE_SAMPLEDATA.MKD' (  

    "mainkey" NUMERIC(5,0) NOT NULL,  

    "numericdata" NUMERIC(5,0) NOT NULL,  

    "comp3data" DECIMAL(5,0) NOT NULL,  

    "textdata" CHAR(50) NOT NULL); 

SET TRUENULLCREATE = ON; 

CREATE UNIQUE NOT MODIFIABLE INDEX "インデックス0" IN DICTIONARY ON "READWRITE_SAMPLEDATA" (  

  "mainkey" ); 
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